
47 (審判の)時の知識は、アッラーだけに帰される｡かれ
だけがそれがいつ起こるのかを知り、かれ以外の誰もそ
れを知らない｡またかれが知ることなくして、果実がそれ
を守る覆いから現れたり、女性が子供を妊娠したり出産
したりすることはない｡その日、アッラーは、かれと共に
偶像を並べて崇拝していた多神教徒たちを呼び、そのこ
とを咎めて言う｡｢あなた方がわが共同者と主張してい
た、共同者たちはどこか？｣多神教徒たちは言う｡｢今、
あなたに共同者がいるなどと証言する者は、誰もいませ
ん｡｣

48 かれらが祈っていた偶像は消え失せてしまい、かれら
はアッラーの罰から逃げ場がないことを確信する｡

49 人間は健康、財産、子供などの恩恵を、飽くことなく求
める｡そして貧困や病気などに襲われると、アッラーの慈
悲からひどく絶望する｡

50 だがわれらが試練や病気の後、かれに健康や豊かさ
や安泰を授けてやれば、こう言うのだ｡｢これはわたしに
相応しいものであり、わたしのためのもの｡審判の日が
来るなどとは思わない｡もしそれが来ることになっていた
としても、わたしにはアッラーのもとに豊かさと財産があ
る｡わたしがそれに相応しいために、かれは現世におい
て恩恵を授けて下さったが、来世でもやはりわたしにそ
うして下さるのだ｡｣われらはアッラーを否定した者たち
に対し、必ずやかれらが行った不信仰と罪について告げ
聞かせ、この上なく厳しい罰をかれらに味わわせてやろ
う｡

51 われらが人間に健康や安泰などの恩恵を授けれ
ば、かれはアッラーの想起や服従をないがしろにし、
高慢にも背を向ける｡だが病気や貧困などに襲われれ
ば、アッラーに救ってもらうため訴え、ひたすらかれに祈
りすがる｡かれは恩恵を授かれば感謝せず、試練におい
ては忍耐しないのである｡

52 使徒よ、かれら嘘呼ばわりする多神教徒たちに言え｡｢このクルアーンがアッラーからのものであるとして、あなた方がそれを否
定し嘘呼ばわりするのであれば、あなた方の状態はいかなるものになるだろうか？その根拠と力が明白なのにも関わらず、真理に
盾突く者よりもひどく迷っている者があろうか？｣

53 われらはクライシュ族の不信仰者たちに、アッラーがムスリムたちのために与える地上の方々において、われらの印を見せてや
ろう｡また、かれら自身の内にも、マッカ開城という出来事によってわれらの印を見せてやろう｡それはこのクルアーンが疑いのな
い真理であるということがかれらに明らかになり、疑念を晴らすため｡かれら多神教徒たちには、クルアーンがアッラーからのもの
であるというかれの証言だけで、クルアーンが真理であるということを知るに十分ではないのか？そしてアッラーの証言よりも偉大
なものがあろうか？

54 多神教徒たちは、審判の日の主との会見に疑念を抱いている｡それはかれらが復活を否定しており、来世を信じていないためで
あり、だからかれらは善行によって来世のために準備しない｡アッラーは全ての物事をその知識と力によって包囲している｡

本諸節の功徳:
●審判の日の到来に関する知識は、アッラーだけに属する｡
●アッラーの恩恵や試練に対する不信仰者たちの態度には一貫性がなく、混乱している｡
●アッラーは全ての物事をその知識と力によって包囲している｡
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42．相談章(アッ・シューラー)
マッカ啓示

本章の趣旨:
アッラーの立法の完璧さと、それに従う義務と違反する
ことへの警告

説明:
1 － 2 ｢ハー・ミーム｣｢アイン・スィーン・カーフ｣につい

ては、雌牛章冒頭に同様のアーヤの説明あり｡

3 ムハンマドよ、この啓示と同様のものを、かれはあな
たと、あなた以前のアッラーの預言者たちに啓示する｡
アッラーは敵に対する復讐において偉大なお方、その采
配と創造において英知にあふれたお方｡

4 天と地にあるものは創造、王権、采配において、アッラ
ーにのみ属する｡かれはその本質、位、力において至高
のお方、その本質からして偉大なお方である｡

5 かれの偉大さのため、広大で偉大な天空までもが、大
地に近い下方から割け散らんばかり｡天使たちは主に服
従し、讃美しつつ、その崇高さと偉大さを称え、地上にい
る者にアッラーからのお赦しを請う｡アッラーは悔悟する
者の罪をお赦しになり、慈しまれるお方｡

6 アッラーを差し置いて偶像を保護者とし、アッラーを
よそにそれらを寵愛し崇拝する者たち｡アッラーはかれ
らを監視され、その行いを記録してそれに報いる｡そして
使徒よ、あなたはかれらの行いの記録を請け負う者では
なく、かれらの行いについて尋ねられることもない｡あな
たは単なる伝達者なのだ｡

7 使徒よ、われらはあなた以前の預言者たちに啓示し
たのと同様、あなたにアラビア語のクルアーンを啓示し
た｡それはあなたが、マッカとその周辺のアラブ人の町
々を始めとした全人類に警告し、審判の日について人々

を恐れさせるため｡その日アッラーは清算と報いのため、先代の者たちも後代の者たちも、一つの台地に召集する｡その日は必ず
起こるのだが、その時人々は二つの集団に分けられる｡一方は天国の民である信仰者たち、他方は地獄の民である不信仰者たち
である｡

8 アッラーがイスラームのもとにかれらを一つの民とすることを望んだのなら、そのようにし、全員を天国に入れただろう｡しかしア
ッラーの英知により、かれがお望みの者だけがイスラームに入り、天国に入るのだ｡不信仰と罪で自分自身に不正を犯す者には保
護者もなく、アッラーの罰から守ってくれる援助者もいない｡

9 かれら多神教徒たちはアッラーをよそに、かれらが寵愛する保護者を置いた｡アッラーこそは真の保護者｡その他のものは役立
つことも害することもない｡かれこそは死者に生を与え、清算と報いのために復活させるお方｡かれに不可能なことなどない｡

10 人 よ々、あなた方が宗教の基本的な部分であれ派生的な部分であれ、意見を異にしているものの決定は、アッラーに帰されるの
だ｡つまり、かれの啓典か、その使徒のスンナ(慣行)に帰されるのである｡このような特性のお方こそわが主｡わたしは自分のあら
ゆる物事においてかれに委任したのであり、かれにこそ悔悟する｡

本諸節の功徳:
●アッラーの偉大さは全てに現れている｡
●天使たちは信仰ある者たちのために祈願する｡
●クルアーンとスンナ(預言者の慣行)は信仰者のあらゆる物事における典拠だが、特に意見の相違があった時にはそれが顕著で
ある｡
●警告がマッカとその周辺の民に限定して描写されているのは、「われらはあなたを全人類に遣わしたのである」とクルアーンに
ある通り、使徒が全人類へ遣わされたにも関わらず、かれらがその使徒性を否定したことへの反駁のためである。
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11 アッラーは先例のない形で天地を創造したお方｡かれ
はあなた方の内から配偶者をお創りになり、ラクダや牛
や羊の内にも、あなた方のために数を増やすべく雌雄を
創ったお方｡かれはあなた方を結婚によって創造し、家
畜の肉や乳によってあなた方を生かせる｡かれに似る被
造物はない｡かれは僕たちの言葉を聞き、その行いをご
覧になるお方｡誰もかれを免れることはなく、善には善、
悪には悪で、かれらの行いに報いる｡

12 かれにこそ天地の宝庫の鍵は属する｡感謝するか恩
知らずになるかを試すため、お望みになる僕の糧を豊か
にし、忍耐するか、またはアッラーの定めに憤慨するかを
試すため、お望みの者の糧を少なくする｡かれは全てを
ご存知のお方であり、僕たちの福利となることを熟知さ
れる｡

13 われらがヌーフにその伝達と実践を命じたのと同様
の宗教が、あなた方に定められた｡使徒よ、われらがあ
なたに啓示したものがそれである｡また、われらがイブラ
ーヒーム、ムーサー、イーサーにその伝達と実践を命じた
のと同様のものが、あなた方に定められた｡その要点は
こうである。宗教を確立し、そこにおいて分裂してはなら
ない｡あなたが招いているアッラーの唯一性信仰の教え
と、かれ以外の崇拝の放棄という教えは、多神教徒たち
にとって重大である｡アッラーはお望みの僕を選んで、か
れの崇拝と服従へと導いて下さる｡また、罪を悔悟し、主
に立ち返る者のことをお導きになる｡

14 不信仰者たちと多神教徒たちが分裂したのは、ムハン
マドがかれらに遣わされたという根拠が確定した後のこ
とだった｡そしてかれらの分裂は、侵犯と不正のためであ
った｡アッラーの知識において定められた時であり、アッ
ラーの裁きが行われる審判の日まで、かれらへの罰が遅
らされるということが前もって定められていなければ、か
れらの罰はアッラーに対する否定と使徒たちへの嘘呼ば
わりのため、すぐに下されただろう｡先人から律法を受け
継いだユダヤ教徒たち、福音を受け継いだキリスト教徒たち、そしてその後のかれら多神教徒たちは、ムハンマドがもたらしたこの
クルアーンに疑念を抱き、嘘呼ばわりしている｡

15 この真っ直ぐな宗教へと招き、あなた自身アッラーのご命令に則って、その上に確固としてあれ｡かれらの空虚な欲望に従って
はならない｡かれらとの議論で、こう言うのだ｡｢わたしはアッラーと、アッラーがその使徒たちに下した諸啓典を信じた｡アッラーは
わたしに、あなた方の間を公正に裁くよう命じた｡わたしが崇拝するアッラーは、わたしとあなた方全員の主｡わたしたちには善か
れ悪しかれ、自分たちの行いがあり、あなた方にもまた善かれ悪しかれ、自分たちの行いがある｡証拠が明らかになった後で、わた
したちとあなた方との間に議論はない｡アッラーはわたしたち全員を召集し、審判の日の帰り所はかれのもとにこそある｡そこでか
れはわたしたち全員を相応しい形で報いるが、その時に正直者と嘘つき、真理の徒と虚妄の徒が明らかになるのである｡｣

本諸節の功徳:
●預言者たちの宗教は根本的に一つである｡
●言葉を一つにすることの重要性と、分裂の危険性｡
●アッラーへと招くことにおける成功要素には、以下のようなものがある。教えの正しさ｡そこにおける確立｡欲望への追従の回避｡
公正さ｡共通点への配慮｡不毛な議論の回避｡共通の目的地への喚起｡
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16 人々によって受け入れられた、ムハンマドに下された
この宗教に関し、空虚な根拠をもって議論する者たちの
根拠は、主のもとでも信仰者たちのもとでも無意味で無
力であり、何の効果ももたらさない｡

不信仰者たちの根拠の無さが説明された後、ムスリムが
依拠する正しい根拠であるクルアーンについての描写
がなされる｡

17 アッラーは疑う余地のない真理のクルアーンを下し、
人々を公正に裁くための正義を下した｡かれらが嘘呼ば
わりしている審判の日は、もしかすると近いかもしれな
い｡そして到来する全てのものは、近いのである｡

18 それ(審判の日)を信じない者たちは、それが早くやっ
て来るよう要求する｡なぜならかれらは、清算も褒美も罰
も信じていないからである｡だがアッラーを信じる者た
ちはそこでの行き先への恐怖からそれを恐れ、それが疑
いの余地のない真理であることを確信する｡審判の日
について議論し、それが起こることを疑っている者たち
は、真理から遠く離れた迷いの中にある｡

19 知恵と優しさに従って、アッラーは僕たちに対してお
優しく、お望みの者に糧を豊かに授ける。また一見そうは
見えなくても、お望みの者の糧を減少させる。かれは誰
にも制圧されない強力なお方、敵に対して復讐する偉大
なお方。

20 来世の褒美を望んで行った者には、われらがその褒
美を倍増してやる｡一つの善行は10倍から700倍、更に
それ以上にまで倍増する｡だが現世だけを求める者に
は、そこでかれに決められた取り分を与えてはやるが、
来世においては何の取り分もない｡それはかれが、来世
よりも現世を重んじたためである｡

21 かれら多神教徒たちには、アッラー以外に神々がある
というのか？そしてその神々がかれらに、アッラーも許可してはいない多神や、合法なものの非合法化、非合法なものの合法化とい
った物事を宗教として定めたというのか？もしアッラーが、意見の異なる者たちの裁決に関して定められた時期を定めていなかっ
たなら、かれらの間には裁決が下されていただろう｡多神と罪によって自らに不正を働いている者たちには、審判の日、痛ましい罰
が待ち受けている｡

22 使徒よ、罰が降りかかって来るのが不可避の状態となった時、あなたは多神と罪によって自らに不正を働いた者たちが、自らが
稼いだ罪のために罰を恐れるのを見るだろう｡その時、悔悟とは無縁の恐怖が役に立つことはない｡だがアッラーとその使徒たち
を信じ、善行を行った者たちはそれとは逆の状態にある｡かれらは楽園の安寧の中にあり、主のもとで永遠に終わることのない、望
むままの諸々の享楽を得る｡それこそはいかなるものも匹敵しない、偉大な徳なのだ｡

本諸節の功徳:
●審判の日に対する信仰者の恐怖は、その日への準備を促進する｡
●アッラーの優しさ｡かれは僕にとってそれがよい時には糧を豊かにし、それがよい時には糧を減少させる｡
●来世よりも現世を重要視することの危険性｡
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23 それが、アッラーがその使徒を介して、アッラーとそ
の使徒たちを信じ、善行を行う者たちに伝える偉大な吉
報｡使徒よ、言え｡｢わたしは真理を伝えることであなた方
から見返りなど求めない｡求める一つのことは、わたしを
あなた方との近親性から愛することであり、それはあな
た方への利益となる｡一つの善行を行えば、その褒美は
倍増される｡一つの善行は10倍になるのだ｡アッラーは
悔悟する僕の罪をお赦しになり、そのお顔を望んで行う
善行に報いるお方｡｣

24 多神教徒たちは、ムハンマドがこのクルアーンを捏造
して、主からのものと偽ったと主張した｡アッラーはそれ
に反駁して言う｡｢もしあなたが嘘をつこうとでも思った
のなら、われはあなたの心を塞ぎ、捏造された虚妄を消
し去って真実を残しただろう｡｣だが事はそのようではな
かったため、主から啓示を受けたという預言者の正しさ
は証明されたのだ｡かれは僕たちの心の内をご存知に
なり、全てをお見通しのお方｡

25 かれは不信仰や罪から悔悟する僕たちの悔悟を受け
入れ、過去に犯した悪事を大目に見て下さるお方｡あな
た方がすることをご存知で、あなた方の行いはお見通し
であり、それに報いるのである｡

26 かれは、アッラーとその使徒たちを信じて善行を行う
者たちの祈りに応え、求めてはいないことについても更
なる恩恵を授けて下さる｡だがアッラーとその使徒たち
を否定する者たちには、審判の日に強烈な罰が待ち受
けている｡

27 もしアッラーが全ての僕の糧を豊かにしたならば、か
れらは地上で不正にも横暴を働いただろう｡しかしかれ
はその増減において、かれがお望みの量で糧を下す｡か
れは僕たちの状況を熟知し、よくご覧になるお方｡英知
によって与え、英知によって阻むのだ｡

28 かれは僕たちが旱魃に絶望した後、雨を広く降らせ、地上に植物を生育させるお方｡かれは僕たちの諸事を司り、あらゆる状況
において讃美されるお方｡　

29 天地の創造、そこに広がる感嘆を誘う被造物は、アッラーの力と唯一性を示す印である｡かれはお望みの時に、それらを召集し
て応報するのだ｡そのようなことは、それらを最初に創造することが不可能ではなかったのと同様、かれにとって不可能ではない｡

30 人々よ、あなた方自身、あなた方の財産に降りかかった災難は、あなた方が稼いだ罪のためである｡だがアッラーはその多くを
大目に見て、お咎めにはならない｡

31 主があなた方への罰をお望みになれば、あなた方がそこから逃れることは不可能｡あなた方にはかれ以外、あなた方の諸事を
請け負う保護者も、あなた方から罰を取り除いてくれる援助者もいないのだ｡

本諸節の功徳:
●アッラーへと招く者は、人々から報償を望まない｡
●糧の増減は神的な英知によるものであり、多くの人には理解できないこともある｡
●罪は災難の原因の一つ｡
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32 また、海を行く船は、その高さと壮大さが山々のようで
あるが、それもまたアッラーの力と唯一性を示す印であ
る｡

33 アッラーが望めば、船を動かす風を止ませて船を停滞
させ、海上に不動のまま留まらせる｡船の創造、風の奉仕
は、試練において忍耐強く、アッラーの恩恵には感謝深
い全ての者への、アッラーの力を示す明証である｡

34 人々が稼いだ罪のため、かれが台風を吹かせて船の
破滅を望めば、それを破壊したであろう｡だがかれは僕
たちの罪の多くを大目に見て下さり、罰を下さない｡

35 台風によって船が破滅する時、アッラーの印を虚妄と
すべく議論する者たちは、破滅からの逃げ道がないこと
を知る｡かれらはその時アッラーだけに祈り、その他のも
のを放棄する｡

36 人々よ、あなた方が授かった財産、地位、子息といった
ものは現世の生活の楽しみであり、消え行くもの｡永続す
る安寧は、アッラーがかれとその使徒たちを信じ、全ての
物事において主だけに依拠する者たちのために準備し
た、天国の安寧である｡

37 醜い大罪から遠ざかり、悪い言動をされてもその過ち
を赦し、それに対して報いない者たち｡そしてその赦しの
心は、赦すことによる福利のためであり、かれらの寛大さ
から来るもの｡

38 また、そのご命令と禁止事項を守ることで主に応え、
礼拝を完全な形で行う者たち｡そして重要な物事につい
て相談し合い、われらの授けたものの内からアッラーの
お顔を求めて費やす者たち｡

39 また不正を被れば、不正を行う者が容赦するに相応
しくはない場合において、自分自身の大切さと威厳のた

め、打ち勝つ者たち｡特に容赦することにおいて福利がない場合、このような状況を克服することは、一つの権利である｡

40 自分の権利を満たすことを望む者は、そうすることが出来る｡だがそれも、増加させたりやり過ぎたりすることなく、同様のもの
で報いなければならない｡悪いことをされても赦し、そのことを咎めもせず、兄弟との関係を正す者の褒美は、アッラーのもとにあ
る｡かれは、人の生命や財産や尊厳において不正を犯す者をお好きにはならず、むしろお嫌いになる｡

41 自分自身のために勝利する者たちには、その権利に関してお咎めはない｡

42 咎められ罰を受けるべきは、人に不正を働き、地上で罪を犯す者たち｡かれらには来世において、痛ましい罰がある｡

43 しかし人から害を受けて忍耐し、それを大目に見る者については、その忍耐の利益はかれ自身と社会へと帰される｡それは称え
られるべきものであり、幸運な者しかそこへと導かれることはない｡

44 アッラーによって導きから見捨てられ、真理から迷い去った者は、かれの他にいかなる保護者もない｡不信仰と罪によって自分
自身に不正を働いた者は、審判の日に罰を目の当たりにすると、期待を持ってこう言う｡｢現世に戻ってアッラーに悔悟する術はあ
るでしょうか？｣

本諸節の功徳:
●忍耐と感謝は、アッラーの印を熟考することへと導かれる要因である｡
●イスラームにおける相談の重要性｡
●不正を受けた者が、同様のもので報いることの合法性｡しかし赦すことの方が優れている｡
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45 使徒よ、あなたは、かれら不正者たちが地獄に屈辱的
な形で晒され、余りの恐怖から人々をちらりちらりと伺う
のを見る｡アッラーとその使徒たちを信じた者たちは、
言う｡｢真の損失者とは、アッラーの罰を受けることによっ
て、自分自身と家族を損じる者たち｡不信仰と罪によって
自分自身に不正を犯した者は、終わりのない永劫の罰の
中にいる｡

46 かれらには審判の日、かれらをアッラーの罰から救っ
てくれる保護者はいない｡アッラーが真理への導きから
見捨て迷わせた者に、真理への導きへと続く道はない｡｣

47 人々よ、審判の日が来る前に、主のご命令と禁止事項
の遵守を先延ばしにすることなく急ぐことで、かれに応
えるのだ｡到来すれば押し戻すことの不可能なその日が
来れば、あなた方に避難所はないし、現世で稼いだ罪を
否定することも出来ないのだ｡

48 もしかれらがその命令に背を向けても、使徒よ、われ
らはあなたを、かれらの行いの記録者として遣わしたの
ではない｡あなたは伝達を命じられたことを伝えるだけ
であり、清算はアッラーが請け負う｡人間は、われらが豊
かさや健康などの慈悲を味わわせてやれば得意にな
り、自分の罪が原因で悪い試練を被れば、アッラーの恩
恵の否定と恩知らずさ、アッラーの英知による定めに対
する憤りへと傾くのが、その性質なのだ｡

49 － 50 アッラーは天地の王であり、男女それ以外のあら
ゆるお望みのものを創造する｡お望みの者には男子は授
けても女子は授けず、また女子は授けても男子は授けな
い｡またお望みの者には、男子と女子のいずれも与えた
り、お望みの者を子供が産まれない者としたりもする｡か
れは存在しているものも、これから存在するものも、ご存
知のお方｡かれには完全なる知識と英知があり、全てお
見通しで、何も不可能なことはない｡

51 アッラーが人間に語りかけるのは、言葉を投げ込まれたりすることによる啓示か、かれが見えない状態でかれが語りかけてくる
言葉によるものか、あるいはジブリールなどの天使が遣わされて人間である使徒にアッラーが望んだ啓示を伝えることの、いずれ
かでしかない｡かれはその本質と属性において至高のお方、その創造と定めと法規定において英知あふれたお方｡

本諸節の功徳:
●アッラーのご命令と禁止事項の遵守へと急ぐことの義務｡
●使徒の義務は伝達であり、結果はアッラーに委ねられる｡
●男子を授かるか、女子を授かるか、あるいはそのいずれも授かるかということは、それが僕の福利に適うかどうかに関するアッラ
ーの知識によるもの｡男子が女子に優れているということはない｡
●アッラーの使徒たちに対する啓示の手段は多様だが、それもまたアッラーの英知によるものである｡
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52 使徒よ、われらは、あなた以前に預言者たちを遣わし
たのと同様、あなたにはわれらのもとからクルアーンを
啓示した｡あなたはそれ以前、使徒たちに下された諸啓
典が何かを知らなかったし、信仰が何かも知らなかった｡
だがわれらはこのクルアーンを、われらが望む僕たちを
それによって導く光として下したのだ｡そしてあなたは人
々に真っ直ぐな道であるイスラームを、示すのである｡

53 その創造、王権、采配において、天地にあるもの全て
が属するアッラーの道へ｡物事はその定めと采配におい
て、必ずアッラーだけに戻されるのである｡

43．金の装飾章(アッ・ズフルフ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
不信仰に陥らないように、現世の虚飾に惑わされないよ
うにとの警告

説明:
1 ｢ハー・ミーム｣については、雌牛章冒頭に同様のアー

ヤの説明あり｡

2 アッラーは、真理への導きの道を明らかにするクルア
ーンにかけて、誓う｡

3 われらはそれを、アラビア語によるクルアーンとした｡
それが下された言葉の者たちよ、それはあなた方がその
意味を理解し、別の民へと伝えるようにである｡

4 守護された碑板の中にあるこのクルアーンは、位高
く、英知にあふれたもの｡命令や禁止事項において、その
アーヤは万全に定められている｡

5 あなた方の度を越えた多神と罪のために、われらがあなた方にクルアーンを下すことを控えるということがあろうか？そのよう
なことはない｡むしろあなた方への慈悲が、それとは逆のことをさせるのだ｡

6 過去の数多くの民に、一体われらはどれだけ多くの預言者を遣わしてきたことか｡

7 それらの民のもとにアッラーのもとから預言者が遣わされれば、必ずかれらは預言者を馬鹿にしたのである｡

8 われらはかれらよりも強力な民を滅ぼしたのだから、それ以下の者たちを滅ぼせないことはない｡クルアーンの中にはアード、
サムード、ルートの民、マドヤンの民など、過去の民の滅亡が描写されている｡

9 使徒よ、もしかれら嘘呼ばわりする多神教徒たちに、｢誰が天地を創造したのか？｣と尋ねれば、かれらは答えて言うだろう｡｢誰
にも制圧されない偉大なお方、全知のお方がそれらを創造した｡｣

10 アッラーはあなた方のために大地を平坦にし、あなた方の足で踏み固められる場所とされたお方｡またあなた方が正しく進路
を歩めるようにと、その山々や谷に道を通されたお方｡

本諸節の功徳:
●啓示が魂と呼ばれているのは、人々を導くその重要性のためである｡導きは身体にとって魂のような地位にある｡
●使徒に結び付けられている導きは、最終的な導きではなく、伝道による導きのこと｡
●多神教徒たちがアッラーの主性を信じていたとしても、それが審判の日に役立つことはない｡

٤٨٩
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11 かれは天から、あなた方と、あなた方の家畜や作物に
十分な量の水を降らせ、それで乾いた不毛の大地に生
を与えるお方｡乾いた大地を植物によって生き返らせる
のと同様、アッラーはあなた方を復活のため、生き返らせ
る｡

12 また、かれは夜と昼、男と女など、あらゆる種類のもの
を創造した｡船や家畜をあなた方が旅で乗るものとし、船
は海での、家畜は陸の乗用物とした｡

13 かれはあなた方のためにそれら全てをそのようにし
たが、それはあなた方が旅でそれらの上に乗って腰を落
ち着けた時、主があなた方にそれを仕えさせたという恩
恵を思い出して、こう言うようにするためである｡｢この乗
り物をわたしたちに準備し、仕えさせてくれたお方は崇
高である｡アッラーがそれを仕えさせてくれなければ、
わたしたちはそれを操作することが出来なかったのだ｡

14 そしてわたしたちは清算と報いのため、死後には主の
もとにのみ帰り行くのだ｡｣

15 多神教徒たちは、ある種の被造物が創造主から誕生
したと思い込んで、言った｡｢天使たちはアッラーの娘で
ある｡｣このようなことを言う人間は、明らかな不信仰と迷
いの中にある｡

16 多神教徒たちよ、あなた方は自分たちには子供の内
から男子を選んでおいて、｢アッラーはご自身がお創りに
なったものの内から、ご自身のために娘を選んだ｣など
と言うのか？あなた方が主張する配分は、いかなる配分
なのか？

17 あなた方は、自分たちがアッラーに結び付けている女
子を授かる吉報を受ければ、不安と悲しみで顔が黒くな
り、怒りで一杯になる｡では、どうして自分たちが悩ましく
思うものを、アッラーに結びつけるのか？

18 飾り立てられて育てられ、議論において言葉も明確ではないものを主に結びつけるというのか？

19 また、かれらは慈悲あまねきお方(アッラー)の僕である天使たちに、女性の名をつけた｡かれらはアッラーがかれら(天使たち)を
創造した時に立会い、かれらが女性だということを確認したというのか？天使たちはかれらのこの証言を記録し、審判の日にその
ことについて尋ね、その嘘のためにかれらを罰しよう｡

20 また、かれらは定命にかこつけて、言った｡｢もしアッラーが、わたしたちが天使を崇拝しないことをお望みなら、わたしたちはか
れらを崇拝しなかっただろう｡かれがそのことを望まなかったのは、そのことに満足しているからなのだ｡｣かれらのこの言葉は知識
によるものではなく、かれらは嘘をついているだけだ｡

21 それともわれらがクルアーン以前、かれらに啓典を授け、その中でアッラー以外のものの崇拝を許したというのか？そしてかれ
らはその啓典にこだわり、それを根拠としているというのか？

22 いや、そのようなことはない｡また、かれらは模倣を言い訳にして、こう言う｡｢わたしたちは、わたしたちの先祖が宗教を信じてい
るのを見出した｡かれらは偶像を崇拝していた｡わたしたちは崇拝において、かれらの後を継ぐのだ｡｣

本諸節の功徳:
●あらゆる恩恵は感謝で応える必要がある｡
●多神教徒たちが、自分たちは毛嫌いしている女性をアッラーに結びつけたことにおける不正｡
●定命を罪の言い訳にすることの無意味さ｡
●目視は、事実を確認するための基本の一つである｡
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23 かれらは嘘呼ばわりし、祖先の模倣を言い訳にした
が、それと同様に使徒よ、われらはあなた以前にその民
に警告する使徒を遣わしたが、民の裕福な指導者らは決
まってこう言ったのだ｡｢わたしたちは、わたしたちの先
祖が宗教を信じているのを見出した｡そしてわたしたち
は、かれらの後を継ぐのだ｡｣だから、あなたの民が最初
にそのようなことを言ったわけではない｡

24 かれらの使徒は、かれらに言った｡｢わたしがかれら
の宗教より優れたものをもたらしたのに、あなた方は先
祖に従うのか？｣かれらは言った｡｢わたしたちは、あな
たと、あなた以前の使徒たちがもたらしたものを否定す
る｡｣

25 こうしてわれらは、あなた以前に使徒たちを嘘呼ばわ
りした民に復讐し、かれらを滅ぼした｡使徒たちを嘘呼ば
わりした者たちの結末がどのようなものだったか、熟考
するがよい｡それは痛ましい最期だったのだから｡

26 使徒よ、イブラーヒームがその父と民に、こう言った時
のことを思い出させよ｡｢わたしは、あなた方がアッラー
をよそに崇拝している偶像と、無縁である｡

27 ただ、わたしを創造したアッラーは別で、かれはわた
しを、かれの正しい宗教へと導いて下さる｡｣

28 イブラーヒームは｢ラー・イラーハ・イッラッラー(アッラ
ーの他に崇拝すべきものはなし)｣というアッラーの唯一
性の言葉を、かれ以後の子孫に残るものとした｡だから
かれら(イブラーヒームの子孫)の中には、アッラーに何も
並べずにかれだけを崇拝する者がいる｡かれ(イブラー
ヒーム)は、かれらが多神教と罪から悔悟し、アッラーへと
立ち返ることを望んでいた｡　

29 われはかれら多神教徒たちの罰を急がず、むしろ現
世での滞在を楽しませておいた｡またかれら以前のかれ

らの祖先のことも、クルアーンと使徒ムハンマドが到来するまで楽しませておいたのだ｡

30 かれらのもとに、疑念のない真理であるこのクルアーンがやって来た時、かれらは言った｡｢これは、ムハンマドがわたしたちに
かけた魔術だ｡わたしたちはそれを否定し、信じない｡｣

31 嘘呼ばわりした多神教徒たちは言った｡｢アッラーはこのクルアーンを貧しい孤児のムハンマドではなく、マッカかターイフの偉
大な二人の男(アルワリード・ブン・ウクバと、ウルワ・ブン・マスウード・アッサカフィー)のいずれかに下さなかったのか？｣

32 使徒よ、かれらが主のご慈悲を分配し、望む者に与え、望む者からは阻むのか？それとも、そうするのはアッラーなのか？われら
がかれらの間に現世の糧を分配し、かれらの中に富者と貧者をつくったのである｡それは、ある者が別の者に奉仕するようにさせ
るため｡そして僕に対する来世での主のご慈悲こそは、消え行く現世でかれらが集める享楽よりも優れたものなのだ｡

33 人々が不信仰のもとに一つの民になるのでなければ、われらはアッラーを否定する者の家を銀の屋根とし、かれらが登るため
の階段を作ってやっただろう｡

本諸節の功徳:
●過去の民が迷いの状態にあった一つの原因が、模倣である｡
●不信仰と不信仰者からの無縁性は要求される｡
●糧の分配はアッラーの英知によるもの｡
●アッラーにとって現世は取るに足らない些細なものである｡もしそれがハエの羽ほどの重みでもあったなら、現世において不信
仰者は水一杯ありつけることがなかっただろう｡
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34 また、われらはかれらの家に扉を付け、寄りかかるた
めのベッドを作ってやっただろう｡だがそれらはかれらに
対する試練であり、着実に忍び寄る罰なのだ｡

35 また、われらはかれらに黄金を与えただろう｡それら
全ては現世の享楽であり、永続しないため、その益は少
ない｡そして使徒よ、来世であなたの主のもとにある安寧
こそは、そのご命令と禁止事項を守ることでアッラーを恐
れる者たちにとって、よりよいのである｡

36 クルアーンをよく吟味もせずに見て背を向ける者は、
シャイターンにずっと付きまとわれることで罰される｡そ
してかれ(シャイターン)により、更なる迷いを加えられる｡

37 かれらクルアーンに背を向ける者たちに付きまとわさ
れる同伴者たち(シャイターン)は、かれらをアッラーの宗
教から阻む｡それでかれらはその命令に従わず、禁止事
項を避けもせず、自分たちが真理に導かれている者だと
思い込んでおり、迷いの状態から悔悟することもない｡　

38 アッラーの唱念に背を向ける者たちは審判の日にや
って来ると、切望してこう言う｡｢同伴者よ、わたしとあな
たとの間に東西ほどの距離があったなら！｣それは何と
醜悪な同伴者だろうか｡

39 アッラーは審判の日、不信仰者たちに言う｡｢あなた方
は多神教と罪によって自らに不正を働いた｡この日、あな
た方は罰の中に集結するが、その集結があなた方を益
することはない｡あなた方の共同者たちは、あなた方の
罰を少しも背負ってはくれないのだ｡｣

40 かれらは真理を聞くことに対して耳をふさがれ、それ
を目にすることから盲目だった｡使徒よ、あなたは耳が聞
こえない者に聞かせたり、盲目な者を導いたり、真っ直ぐ
な道から明らかに迷っている者を導いたりすることが出
来るというのか？

41 もし、われらがかれらに死を与える前に、あなたを死によって旅立たせたとしても、われらはかれらを現世と来世における罰で
復讐するのだ｡

42 または、われらはわれらがかれらに警告する罰の一部を、あなたに見せよう｡われらはかれらに対してそうすることが出来るの
であり、かれらがわれらに打ち勝つことなどはない｡

43 使徒よ、主があなたに啓示したことを固守し、それに基づいて行え｡あなたは間違いなく真理の道の上にある｡

44 このクルアーンはあなたと、あなたの民にとっての栄誉である｡あなた方は審判の日、それを信じ、その導きに従い、そこへと招
いたかどうかについて、尋ねられることになろう｡

45 使徒よ、あなた以前にわれらが遣わした使徒たちに尋ねてみよ｡慈悲あまねきお方(アッラー)をよそに、崇拝される対象を作っ
たのか、と｡

46 われらはムーサーをわれらの印と共にフィルアウンと、その民の貴族へと遣わした｡かれはかれらに言った｡｢わたしは全被造物
の主の使徒である｡｣

47 かれがわれらの印と共にかれらのもとにやって来ると、かれらはそれを蔑んで笑いものにした｡

本諸節の功徳:
●クルアーンに背を向けることの危険性｡
●クルアーンは、アッラーの使徒とその共同体にとっての栄誉である｡
●全ての天啓のメッセージは、多神の破棄で一致している｡
●真理を笑いものにすることは、不信仰の特性である｡
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48 われらがフィルアウンとその民の貴族に見せた、ムー
サーがもたらしたものの正しさを示す証拠は、いつもそ
れ以前の証拠より偉大なものだった｡われらはかれらを
現世での罰に処したが、それはかれらが不信仰を止め
ることを望んでのことだった｡しかしそれも無駄だったの
だ｡

49 かれらは罰の一部が降りかかると、ムーサーに言っ
た｡｢魔術師よ、もしわたしたちが信仰すれば罰を取り除
いてくれるとあなたが言ったもので、わたしたちのため
に祈ってくれ｡もし取り除いてくれたなら、わたしたちは
導かれよう｡｣

50 だが、われらがかれらから罰を取り除いてやると、か
れらは約束を守らず、破棄する｡

51 フィルアウンは民に向かって呼びかけ、自分の王国
について誇らしげに言った｡｢民よ、わたしにはエジプト
の王国があり、このナイル川はわが城砦の下を流れてい
るのではないか？あなた方には、わが王国が見えないの
か？あなた方には、わが偉大さが分からないのか？

52 わたしは弱小で、言葉も上手ではないムーサーよりも
優れている｡

53 かれが使徒であることが分かるよう、かれを遣わした
アッラーは、かれに黄金のブレスレットを下したり、連な
る天使たちをかれと共に遣わしたりしないのか？｣

54 こうしてフィルアウンは民をそそのかし、自分の迷妄
へとかれらを従わせた｡

55 かれらが不信仰に固執してわれらを怒らせた時、わ
れらはかれらに復讐し、かれらをまとめて溺死させた｡

56 われらはフィルアウンとその重臣たちを先例とし、あ
なたの民の不信仰者たちもかれらの後を継ぐ者とした｡そしてかれらのような行いをしてかれらのような目にあわないよう、かれら
を教訓を得る者への教訓としたのだ｡

57 アッラーは偶像崇拝同様、イーサーを崇拝することも禁じた。だが使徒よ、多神教徒たちは、キリスト教徒たちが崇拝したイーサ
ーが、「本当にあなた方（不信者）も、アッラーの他にあなた方が崇拝するものも、地獄の燃料である。あなた方はそこに（必ず）落ち
て行くのである。」（21：98）というアッラーの言葉の中に含まれると考えて、議論の声を上げてわめき散らしながら、こう言うのだ。
「わたしたちの神々がイーサーのようだとは、これは結構なことだ。」そこでアッラーはそれに対応されて、「われから善が予め許さ
れている者は、地獄から遠く離されている。」21：101）という節を下されたのである。

58 かれらは言った｡｢わたしたちの神々が優れているのか、イーサーが優れているのか？｣イブン・アッズィバァラーとかれと同様の
者たちは、真理を知ることを望んでではなく、議論を望んでそのような例えを挙げるのだ｡かれらは議論好きな民なのである｡

59 マルヤムの子イーサーは、われらが預言者性とメッセージによる恩恵を授けた、アッラーの僕の一人にすぎない｡われらはか
れを、イスラーイールの子孫がアッラーの力を知るための一つの例としたのである｡われらは、アーダムを両親もなく創造したよう
に、イーサーを父親なしに創造したのだ｡

60 アーダムの子孫よ、われらがあなた方を滅ぼすことを望んだなら、滅ぼしただろう｡そして天使たちを、アッラーに何も並べるこ
となく崇拝することで、あなた方の代わりに地上を引き継ぐ者としただろう｡

本諸節の功徳:
●約束の破棄は不信仰者の特徴である｡
●理性に乏しく罪深い者は、容易にそそのかされるものである｡
●アッラーの怒りを受けることは即ち損失である｡
●迷妄の徒は私欲に沿った形で、クルアーンの文言の意味するところを変えようと試みる｡
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61 イーサーが最後の時代に降臨することは、最後の日
の大きな予兆の一つである｡審判の日が起こることを疑
ってはならない｡わたしがアッラーから伝えることにおい
て、わたしに従うのだ｡わたしがアッラーから伝えるこの
ことこそは、曲折のない真っ直ぐな道なのだから｡

62 シャイターンにそそのかされて、真っ直ぐな道から逸
れてはならない｡かれは明らかな敵意をもった、あなた方
に対する敵なのだから｡

63 イーサーは、かれが使徒であることを示す明証を携え
てかれの民のところに到来した時、こう言った｡｢わたし
はアッラーのもとから、英知を持ってやって来た｡また、
あなた方が意見を異ならせている、宗教上の物事の一部
を説明するために到来した｡だから、アッラーのご命令と
禁止事項を守ることで、かれを恐れよ｡わたしがあなた
方に命じ、禁止することにおいて、わたしに従うのだ｡｣　

64 アッラーこそはわが主であり、あなた方の主｡かれ以
外、わたしたちに主はない｡だからかれだけに純真に、
崇拝を行え｡この唯一神信仰こそが、曲折のない真っ直
ぐな道なのだ｡｣

65 するとキリスト教徒の集団は、イーサーのことで意見
を異ならせた｡かれらの一部は言った｡｢イーサーは神で
ある｡｣また別の者たちは言った｡｢かれはアッラーの息子
だ｡｣また別の者たちはこう言った｡｢かれとその母親は二
人の神である｡｣イーサーを神、または神の息子、または
三つのもの(神)の一つなどと形容することにより、自らに
不正を働いた者たちに、審判の日の痛ましい罰が降りか
かるよう｡

66 イーサーのことで議論するこれらの集団は、審判の日
が不意に突然訪れるのを待っているのか？もしかれらが
不信仰の状態のままそれが到来したら、かれらの行き先
は痛ましい罰だというのに｡

67 不信仰と迷妄において互いに愛し合い、友情を持つ者たちは、審判の日に敵どうしになる｡ただしアッラーのご命令と禁止事項
を守ることで、かれを恐れる者たちは別｡かれらの愛は永続し、途切れることがない｡

68 アッラーはかれらに言う｡わが僕たちよ、今日あなた方は、あなた方が迎えようとしていることを恐れることもなく、取り損ねた現
世の福徳について悲しむこともない｡

69 かれらは、かれらの使徒に下されたクルアーンを信じ、それに従い、その命令と禁止事項を守っていた者たち｡

70 あなたと、あなた方と同様の信仰の者たちは天国に入るがよい｡終わることも途切れることもない永遠の安寧を頂いて、喜ぶが
よい｡

71 かれらの間を、黄金の食器と取っ手のない杯を携えた給仕たちが、回って歩く｡天国には各自が所望するもの、目を喜ばせるも
のがあり、あなた方はそこに留まり、そこから永遠に出ることがない｡

72 われがあなた方に描写したその天国こそは、あなた方の行いのためにアッラーがあなた方に継がせてくれたもの｡

73 そこにはあなた方のために無尽蔵の果実があり、あなた方はそこから食べる｡

本諸節の功徳:
●イーサーの降臨は、審判の日の大きな予兆の一つ｡
●審判の日、放縦な者たちの友愛関係は終了し、敬虔な者たちの友愛関係は継続する｡
●現世に残してきたものと来世で迎えることに関し、アッラーは敬虔な者たちに吉報を伝え、不安を取り除く｡
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敬虔な者たちの報いに言及した後、アッラーはその逆の
者たちである罪深い者の報いについて述べる。

74 不信仰と罪悪によって罪深い者たちは審判の日、地獄
の罰の中にいる｡かれらはそこに永遠に留まる｡

75 かれらの罰が軽減されることはない｡かれらはそこ
で、アッラーの慈悲に絶望している｡

76 かれらを地獄に入れることによって、われらがかれら
に不正を働いたのではない｡だがかれらが不信仰によっ
て、自分自身に不正を犯していたのだ｡

77 かれらは地獄の門番マーリク(訳注:天使の名)に、こう
呼びかける｡｢マーリクよ、主にわたしたちを殺させよ｡わ
たしたちを罰から楽にさせよ｡｣するとマーリクは答えて
言う｡｢あなた方は死ぬこともなく、永遠に罰の中に留ま
る｡罰が途切れることはない｡｣

78 われらは現世であなた方に、疑念のない真理をもた
らした｡しかしあなた方の多くは、真理を毛嫌いする｡

79 もしかれらが預言者に対して悪巧みをしたとしても、
われらはかれらの企みの上を行く策略に余念がない｡

80 かれらは、われらがかれらの心の中に潜む秘密も、か
れらの間でひそひそと密談する秘密も、知らないと思っ
ているのか？いや、われらはそれら全てを知っており、天
使たちはかれらの行いを全て記録しているのだ｡

81 使徒よ、アッラーに女子を結び付けている者たち（アッ
ラーはそのようなことから無縁であるが）に言え。「アッラ
ーには子供などない。かれはそのようなことから無縁で
崇高である。わたしは、アッラーに対する崇拝者と讃美者
の先駆けなのだ。

82 天地の主、玉座の主は、かれには共同者、配偶者、子
供がいるなどと、かれら多神教徒たちが言うことから無
縁である｡

83 使徒よ、かれらが自分たちに警告されている審判の日
を目にするまで、かれらが自分たちの迷妄において無駄
口をたたき、戯れるままにしておけ｡

84 かれは天において真に崇拝されるべきお方で、地に
おいても真に崇拝されるべきお方｡かれはその創造、定
め、采配において英知にあふれ、僕たちの状態を余すこ
となく熟知されるお方｡

85 アッラーは善と祝福にあふれ、かれだけに天地とその間の王権は属する｡また、審判の日の知識はかれだけに属するのであ
り、かれ以外にそれを知る者はいない｡そして来世において、清算と報いのためにあなた方が戻らされるのは、かれのもとなのだ｡

86 多神教徒たちがアッラーをよそに崇拝しているものたちは、アッラーのもとで執り成しを有しない｡ただしイーサーやウザイルや
天使たちのように、アッラー以外に崇拝すべきものはなしと証言し、その内容を知る者は別である｡

87 あなたがかれらに、かれらを創造したのは誰かと尋ねれば、かれらは言うだろう｡｢わたしたちを創造したのはアッラーである｡｣
そのように認めていながら、どうしてかれらはかれの崇拝から逸脱するのか？

88 かれは、民から虐げられたかれの使徒が訴えて、こう言うのを知っている｡｢主よ、かれらは、あなたがわたしに伝えるようにと遣
わしたものを信じない民なのです｡｣

89 かれらのことは放っておき、かれらからの害悪を防ぐ言葉を用いよ(これはマッカでのことだった)｡かれらは、かれらに襲いかか
る罰を知ることになろう｡

本諸節の功徳:
●真理を嫌うことは非常に危険である｡
●不信仰者たちの悪巧みは、やがて自分たちに返って来る｡
●主に対する知識が増えれば増えるほど、主に対する信頼と、その教えへの服従は増す｡
●審判の日がいつやって来るかの知識は、アッラーだけに属する｡
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44．煙霧章(アッ・ドハーン)
マッカ啓示

本章の趣旨:
現世と来世の罰の恐怖を煽ることによる、嘘よばわりす
る者たちを待ち受ける罰の警告。

説明:
1 ｢ハー・ミーム｣については、雌牛章冒頭に同様のアー

ヤの説明あり｡
2 アッラーは、真理への導きの道を明らかにするクルア

ーンにかけて、誓う｡
3 われらはクルアーンを、みいつの夜に下した｡その夜

は祝福にあふれている｡われらはこのクルアーンによっ
て、警告する者である｡

4 この夜、その年にアッラーが実現させる糧や寿命な
ど、精到に定められた全ての物事が詳細にされる｡

5 われらは、精到に定められた全ての物事を、われらの
もとから詳細にする｡われらは使徒たちを遣わす者であ
る｡

6 使徒よ、われらはあなたの主の慈悲により、使徒たち
を遣わす｡かれは僕たちの言葉を聞き、その行いや意図
を知るお方｡全てはかれにお見通しなのだ｡

7 天地とその間のものの主｡もしあなた方がそのことを
確信しているのなら、わが使徒を信じよ｡

8 かれ以外に真に崇拝すべきものはない｡かれは生と
死を与えるお方｡かれ以外にそれが出来る者はない｡か
れはあなた方と、あなた方の先祖の主である｡

9 かれら多神教徒たちは、そのことを確信せず、疑念
を持っている｡かれらは自分たちの迷妄と戯れているの
だ｡

10 使徒よ、あなたの民の罰を見よ。その日、天から煙霧
が起こり、かれらはそれを激しい痛みと共にまざまざと
見ることになる。

11 それはあなたの民を覆い、かれらにはこう言われ
る｡｢あなた方に降りかかったこの罰は、痛ましい罰であ
る｡｣

12 かれらは主に懇願して、言う｡｢主よ、わたしたちに送った罰を取り除いて下さい｡そうしてくれれば、わたしたちはあなたと、あな
たの使徒を信じます｡｣

13 今頃思い起こし、主に悔悟しても何になろうか？かれらにはメッセージを明らかにする使徒が到来し、かれらはその正直さと信頼
性を知ったというのに？

14 その後、かれらは、かれを信じることに背を向けて、こう言ったのだ｡｢かれは誰かから教えてもらったのであり、使徒などではな
い｡｣また、かれについてこう言った｡｢かれは狂人だ｡｣

15 われらがあなた方から罰を少し取り除いてやれば、あなた方は不信仰と嘘よばわりに戻る｡
16 使徒よ、われらがあなたの民の不信仰者たちを厳しく掌握する日である、バドルの戦いの日を待つがよい｡われらは、かれらの

アッラーに対する不信仰とその使徒に対する嘘よばわりのために、かれらに報復する者である｡
17 われらはかれら以前、フィルアウンの民を試練にかけた｡かれらのもとにアッラーからの高貴な使徒がやって来て、かれらをアッ

ラーの唯一性と崇拝へと招いた｡かれはムーサーである｡
18 ムーサーはフィルアウンとその民に言った｡｢わたしにイスラーイールの民を任せて下さい｡かれらはアッラーの僕であり、あなた

たちにはかれらを奴隷とする権利などありません｡わたしはアッラーの使徒であり、伝達するよう命じられたものを、過不足なく伝
える使命を授かっています｡

本諸節の功徳:
●クルアーンが祝福にあふれたみいつの夜に下されたのは、その偉大な位を示す証拠である｡
●使徒たちを遣わし、クルアーンを啓示したのは、僕に対するアッラーの慈悲の表れである｡
●驕り高ぶる者たちから抑圧された者たちを解放するという、預言者たちのメッセージ｡
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19 アッラーの崇拝を高慢にも放棄したり、かれの僕たち
を抑圧したりしてはなりません｡わたしはあなた方に、明
証を持って来ましょう｡

20 わたしは、あなた方がわたしを石打ちにして殺害する
ことから、わが主とあなた方の主にご加護を求めます｡

21 もしわたしがあなた方に伝えるものを信じないのな
ら、わたしから離れ、わたしに害を及ぼさないで下さ
い｡｣

22 そしてムーサーは主に祈った｡かれらフィルアウンと
その重臣たちは、罪深い者たちです｡かれらは早く罰が
下されるに相応しいのです｡

23 それでアッラーはムーサーに、ある晩旅立つよう命令
した｡フィルアウンとその軍勢が、かれらの後を追って来
ることも知らせた｡

24 また、かれとイスラーイールの子孫が海を渡ったら、そ
れを滞留したままにしておくよう命じた｡フィルアウンと
その軍勢は海で溺死することにより、滅びるのだ｡

25 フィルアウンとその民はその背後に、どれだけの果樹
園と流れ出る泉を残してきたことか！

26 かれらはその背後に、どれだけの農産物と美しい居
間を残してきたことか！

27 かれらはその背後に、どれだけ豪奢な生活を残して
きたことか！

28 われらがあなた方に描写したこのことが、かれらに
起きたのだ｡またわれらは別の民、つまりイスラーイール
の子孫に、かれらの果樹園、泉、農産物、住まいを継がせ
た｡　

29 フィルアウンとその民が溺れた時、天も地も泣くこと
がなかった｡かれらは悔悟のために猶予されることもな
かった｡

30 われらはイスラーイールの子孫を、屈辱的な罰から救
った｡フィルアウンとその民はかれらの男児は殺し、女児
は生かしておいた｡

31 われらはかれらを、フィルアウンの罰から救った｡かれ
はアッラーの命令とその宗教を、高慢にも無視する者た
ちだった｡

32 われらはわが知識により、イスラーイールの子孫を同時代の学者たちから選りすぐった｡かれらにはたくさんの預言者たちがい
たためだ｡

33 また、われらはかれらに、ムーサーのことをわれらがそれによって支持する明証を与えた｡その中には、マンヌとサルワー(訳注:
雌牛章57参照)その他、かれらに対する明らかな恩恵があった｡

34 かれら嘘呼ばわりの多神教徒たちは、復活を否定してこう言う｡
35 ｢わたしたちには一度きりの死があるだけで、その後の生などはない｡わたしたちはその死の後、蘇らされることもない｡
36 ムハンマドよ、あなたとあなたの追従者たちは、亡くなってしまったわたしたちの祖先を生き返して、連れて来てみよ｡もしアッラ

ーが清算と報いのために死者を生き返すとの主張が、正しいのであれば｡
37 使徒よ、かれら嘘よばわりの多神教徒たちが力と堅牢さにおいて優れているのか、それともトッバウの民や、アードやサムード

といったそれ以前の者たちなのか？われらは罪深かったかれらを、全て滅ぼしたのだ｡　
38 われらは、天地とその間のものをいたずらに創ったわけではない｡
39 われらが天地を創ったのは、偉大な英知のためである｡しかし多くの多神教徒たちには、そのことが分からない｡

本諸節の功徳:
●敵の策略から身を守るため、信者は主へと避難しなければならない｡
●不信仰者たちが呼びかけに応じなかったり、または戦いを仕掛けてきたりした時には、かれらに災難を祈ることが許される｡
●不信仰者はアッラーにとって取るに足らない存在であるため、死んでも世界が悲しまない｡
●天地の創造は偉大な英知によるものだが、無神論者たちにはそれが分からない｡
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40 アッラーが僕たちの間を裁決する審判の日は、全ての
被造物に対する約束の時である｡アッラーはそこで全て
の被造物を召集する｡

41 その日、近親者同士、友人同士が互いに役立つことは
なく、アッラーの罰から助けることも出来ない｡なぜなら
その日、王権はアッラーだけに属し、誰一人としてそれを
主張する者はないからだ｡

42 ただし、アッラーが慈悲をかけた人々だけは別で、行
った善行が役立つことになる｡アッラーは誰にも制圧さ
れない偉大なお方であり、悔悟する僕たちに慈悲深いお
方｡
審判の日が描写された後、アッラーはその日、報いに応
じて人々が分けられることに言及し、こう言う。

43 アッラーが生えさせるザックームの木は、地獄の奥底
にある｡

44 大きな罪を犯した者、つまり不信仰者の食べ物であ
り、その悪しき果実から食べることになる｡

45 その果実は漆黒の油のようであり、かれらの腹の中で
高熱で沸騰する｡

46 最高潮の熱さの熱湯が、沸騰するようである｡
47 そして地獄の番人たちに、こう言われる｡｢かれを捕ら

え、激しくひきずり、地獄の真ん中へ連れて行け｡
48 そしてこの罰を受ける者の頭上から、熱湯をかけよ｡

かれは罰から逃れられない｡｣
49 かれには辛らつにも、こう言われる｡｢この痛ましい罰

を味わえ｡あなたは民の間で面目を汚されることがなか
った、偉大な人物なのだ。

50 この罰こそは、あなた方がその実現を疑っていたも
の｡あなた方はそれを目にし、その疑念も消え失せたの
だ｡｣

51 命令と禁止事項への服従によって主を畏れる者たち
は、あらゆる悪から安全な住まいにいる｡

52 楽園と流れる泉の中に｡
53 かれらは天国で、繊細な絹地や重厚な絹地をまと

い、互いに背を向けることなく向かい合っている｡
54 われらは以上のものを授けてかれらへの栄誉とした

だけでなく、楽園でかれらに美しい女性たちを結婚させる｡彼女たちの目は大きく、目の白い部分は真っ白で、黒い部分は漆黒で
ある｡

55 かれらはそこで召使を呼び、自分が望むあらゆる果実を持って来させる｡それらの果実は無くなることも、悪くなることもない｡
56 かれらはそこに永遠に留まる｡現世での最初の死の後、そこでは死を味わうこともない｡主はかれらを地獄の罰から守ってくれ

たのだ｡
57 これは主からかれらへの歓待であり、誉れである｡地獄から守られ、天国に入ることが出来たということは、いかなる勝利も匹敵

することのない偉大な勝利なのだ｡
58 使徒よ、われらはこのクルアーンを、あなたの言葉であるアラビア語で啓示することで、易しいものとした｡かれらが教訓を得る

ようにと｡
59 だからあなたの勝利と、かれらの滅亡を待つがよい｡かれらがあなたの滅亡を待っているように｡

本諸節の功徳:
●不信仰者には、身体的および精神的な罰がある｡
●偉大な勝利とは地獄から救われ、天国に入ることである｡
●アッラーは僕たちのために、クルアーンの語と意味を易しいものとした｡
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45．跪く時章(アル・ジャーシヤ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
法的現実的な諸節からの創造の模様の説明と、高慢に
も復活を否定する者たちの主張及び彼らを恐れさせる
こと。

説明:
1 ｢ハー・ミーム｣については、雌牛章冒頭に同様のアー

ヤの説明あり｡

2 誰にも制圧されない偉大なお方であり、創造と定め
と采配において英知あふれるお方アッラーからの、クル
アーンの啓示｡

3 天地はアッラーの力と唯一性を示す、信仰者にとって
の証拠である｡かれらこそはそれらの印を熟慮する者た
ちなのだ｡

4 人々よ、あなた方が一滴の精液、凝血、肉塊から創造
されたこと、またアッラーによって拡散された地上を歩く
生物は、アッラーこそが創造主であると確信する民にと
って、かれの唯一性を示す証拠である｡

5 昼夜の変転｡天からアッラーが雨を降らし、枯れた不
毛の大地に草木を生えさせて生き返すこと｡あなた方の
利益のために、風を様々な方向から吹かせること｡それ
らの中には、理性ある民にとっての証拠がある｡かれら
はそれらを、アッラーの唯一性、復活させる力、何でも可
能にする能力の証拠とするのである｡

6 使徒よ、われらはこれらの印と明証を、真理をもって
あなたに語って聞かせる｡アッラーがその僕に啓示する
話や証拠を信じないというなら、一体かれらはいかなる
話を信じ、いかなる証拠を信用するというのか？

7 嘘よばわりし、罪深い全ての者には、アッラーからの罰と滅亡がある｡

8 不信仰者は、クルアーンからアッラーのアーヤが読まれるのを聞けば、傲岸にも真理に従うことをはねのけ、不信仰と罪深い状
態のままい続ける｡かれはあたかも、読み聞かせられるそれらのアーヤを聞いてはいないかのようだ｡使徒よ、来世で降りかかる災
難について、その者に伝えるがよい｡それはかれを待ち受ける、痛ましい罰なのだ｡

9 クルアーンを聞けば、かれはそれを笑いの種にして嘲笑する｡クルアーンを嘲笑する者たちには審判の日、屈辱的な罰があるの
だ｡

10 来世において、かれらの行く先には地獄の業火が待ち受けている｡かれらが稼いだ財産が、かれらをアッラーから守ってくれる
ことはない｡また、かれをよそに崇拝していた偶像が、かれらの役に立つこともない｡かれらには審判の日、この上ない罰があるのだ｡

11 われらが使徒ムハンマドに下したこの啓典は、真理の道へと導く｡使徒に下された主のアーヤを否定する者たちには、痛ましく
悪しき罰がある｡

12 人 よ々、アッラーこそは、あなた方に海を仕えさせたお方｡そのご命令によって、船はそこを進む｡また、あなた方はそのお陰で、
そこから合法で多様な食べ物を得る｡これはあなた方が、アッラーの恩恵に感謝するようにさせるためである｡

13 人々よ、アッラーこそは、あなた方に空の太陽、月、諸星を動かし、大地の川や樹木や山々などを動かすお方である。これらはす
べてかれからの恩寵と善行による恵みである。それらはあなた方へのアッラーの能力と単一性の証拠であり、また人々がアッラー
の印を考慮し認めるためである。

本諸節の功徳:
●嘘、罪への固執、高慢さ、アッラーの印への嘲笑は迷妄の民の特徴であり、アッラーはかれらに警告している｡
●僕たちに対するアッラーの恩恵はたくさんある｡この世にあるものがかれらに仕えさせられたことも、その一つである｡
●僕たちに対する恩恵は、それを授けてくれた、崇拝されるべきお方への感謝の念を要求する｡
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14 使徒よ、アッラーとその使徒を信仰する者たちに言
え｡｢アッラーの恩恵にも罰にも無頓着な不信仰者たち
が、あなた方に悪を行っても、大目に見てやれ｡アッラー
は忍耐する信仰者たちにも、侵害する不信仰者たちに
も、現世で稼いだその行いに応じて、報いるのだから｡｣

15 善行を行う者の善行の結果は、本人のためになるの
であり、アッラーはその行いを必要とはしていない｡悪事
を行う者の悪事の結果は、本人の罰となるのであり、そ
の悪事がアッラーを害することはない｡来世において結
局あなた方はわれらのもとへと戻されるのであり、各自
はそれに相応しい報いを受けることになるのだ｡

16 われらはイスラーイールの子孫に律法を授け、人々の
間をそれによって裁決するようにし、預言者の多くをイブ
ラーヒームの子孫であるかれらの内の者とした｡また、
かれらに多種のよい糧を与え、同時代の者たちの中から
選り抜いた｡

17 また、われらはかれらに、虚妄から真理を明らかにす
る証拠を与えた｡だが、かれらは預言者ムハンマドが遣
わされたことによる立証の後、意見を異ならせた｡かれら
が意見を異ならせたのは、権力や地位への執着心によ
る互いへの侵犯のためだった｡使徒よ、主は審判の日、
かれらが現世で意見を異ならせていたことについて、か
れらの間を裁き、誰が正しく、誰が間違っていたかを明ら
かにするだろう｡

18 それからわれらは、われらがあなた以前の使徒たち
に命じたのと同じ命令による道と手法の上に、あなたを
置いた｡それは信仰と善行へと招く道である｡だからその
やり方に従い、真理を知らない者たちの欲望に従うので
はない｡かれらの欲望は真理から逸脱させるのだから｡

19 あなたがその欲望に従ったとしても、真理を知らない
者たちがあなたをアッラーの罰から阻んでくれることは
ない｡あらゆる宗教や派閥の不正者たちは、信仰者に敵対して互いに援助し合う者である｡アッラーは、その命令と禁止事項への
服従によってかれを畏れる者たちに対する、援助者である｡

20 このクルアーンは、われらの使徒に下された明証であり、人々はそれによって真理と虚妄を識別する｡またそれは真理への導
き、確信する者たちへの慈悲である｡なぜならかれらこそは、それによって真っ直ぐな道へと導かれ、主のお喜びを得て天国に入
り、地獄から遠ざけられるからだ｡

21 自らの身体によって不信仰と罪を稼いだ者たちは、アッラーを信じて善行を行った者たちと同様の報いによってわれらに報いら
れるとでも思っているのか？現世と来世において、かれらが同様の状態だと思うのか？かれらの判断は何と醜いことか｡

22 アッラーは天地を偉大な英知のために創ったのであり、無意味に創ったのではない｡各人は良いことであれ悪いことであれ、行
ったことの報いを受けることになる｡アッラーはかれらの善行を減らしたり、悪行を増やしたりして、不正を働くことはない｡

本諸節の功徳:
●地上でその悪が顕在したり、アッラーの掟が破られたりしない限り、不正者を赦し、大目に見ることは、アッラーが命じている高徳
である｡
●イスラームの教えに従い、人間の欲望への服従から遠ざかることの義務｡
●信仰者と不信仰者の性質が異なるように、両者の報いもまた異なる｡
●アッラーは天地をその卓越した知恵で創造されたが、無宗教で物質主義者にはその知恵がない。
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23 使徒よ、私欲に逆らうことなく従うことで、それを崇
拝対象の地位にまで上げた者を、見よ｡アッラーは、か
れが迷妄に相応しいことを知っていたために、かれを
迷わせたのだ｡そしてその心を閉じて、役立つことを聞
くことが出来ないようにし、その目に覆いをかぶせ、
真理を見ることを阻んだ｡アッラーによって迷わされた
後、かれを真理へと導く者があろうか？あなた方は私
欲の服従の害悪と、アッラーの教えに対する服従の利
益を、熟慮しないのか？

24 復活を否定する不信仰者たちは、言う｡｢人生は、現
世でのわたしたちのこの人生しかなく、その後の人生
などはない｡滅んだ世代は戻らず、また新たな世代が
やって来る｡わたしたちに死をもたらすのは、昼夜の変
転でしかない｡｣復活に対するかれらの否定は、知識に
基づいたものではない｡かれらは憶測しているだけ｡
憶測は真理に対して何の役にも立たない｡

25 復活を否定する不信仰者たちにわれらの明白なア
ーヤが読誦されれば、かれらは使徒と教友たちに対
し、このように言い返す位しかできない｡｢死んでしまっ
たわたしたちのご先祖を、生き返してみよ｡もしわたし
たちが死後に蘇らされるという主張において、あなた
方が本当のことを言っているならば｡｣

26 使徒よ、かれらに言え｡｢アッラーはあなた方を創造
して生命を授け、それから死を与える｡そしてあなた
方の死後、清算と報いのため、あなた方を審判の日へ
と召集するのだ｡その日は疑いの余地なく到来する｡
だが多くの人々には分からないのだ｡｣だからかれら
は、その日のために善行で準備することもない｡

27 アッラーだけが天の主であり、大地の主｡だからそ
こで、かれ以外の者が真に崇拝されることはない｡清
算と報いのためにアッラーが死者を蘇らせる審判の日
が起きる時、アッラー以外のものを崇拝していた迷妄

の徒は損失する｡かれらは真理を打ち消し、虚妄を確立させようと励んでいたのだ｡　

28 使徒よ、あなたはその日、あらゆる民が自分の裁決を待って、ひざまずくのを見る｡全ての民は、記録役の天使たちが記した、
自分の行いの帳簿へと呼ばれる｡人 よ々、この日あなた方は、現世で行った善悪の物事について報いを受けることになるのだ｡　

29 天使たちがあなた方の行いを記録していた、われらのこの帳簿は、あなた方に真理をもって証言する｡だから、それを読むが
よい｡われらは記録役に、あなた方が現世で行うことを書き留めるよう、命じていたのである｡

30 信仰して善行を行っていた者たちを、主はその慈悲で天国に入れる｡アッラーがかれらに授けたその報いこそは、いかなる勝
利も匹敵することがない偉大な勝利である｡

31 他方、アッラーを否定した者たちには、皮肉にもこう言われる｡｢われらのアーヤがあなた方に読み聞かせられていたにも関わ
らず、あなた方は高慢にもそれを信じなかった｡あなた方は罪悪の民であり、不信仰や罪を稼いでいたのだ｡

32 また、アッラーが僕たちを復活させて報いるという約束と審判の日は、疑念の余地のない真理である、と言われれば、あなた
方はこう言った｡わたしたちは審判の日のことなど知らない｡それが起こるとは、到底思えない｡わたしたちはその到来を確信す
る者ではないのだ｡｣　

本諸節の功徳:
●私欲への服従は破滅を呼び、成功の要因から阻む｡
●審判の日の恐怖｡
●憶測は真理に対して何の役にも立たない｡特に信仰の問題に関してはそうである｡
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